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の 右脳教育の七田員氏（2）

七田先生はさらに「エリートの条件」とし

て次の五ツの事を述べられた。

1．人間として品格があること。

2．教養があること。すなわち日本の文化に

通じ、他国の人々に伝えられること。

3．世界語になった英語を聞け、話せること。

4．自分の専門をひとつ持っていること。

5．夢と志を持ち、人々に尽くす気持ちを持

っているこ と ◎

さらに七田先生から頂いた資料に「七田式

ラッキーセブン右脳英語マスター法」と書い

たものを見て、大変に感動した。

＜第1＞英語を身につける決心をする。

＜第2＞1日15分必ずテープを聞く。

＜第3＞右脳のイメージトレーニングをする。

＜第4＞1日15分音読する。

＜第5＞ひたすら暗唱する。暗唱を続けると

暗唱のスピードがある時から急に上がる。

＜第6＞人間には内の耳と外の耳がある。内

の耳とは体内振動音である。それは耳を押

さえての音読である。それをやる。

＜第7＞多摩大学のグレゴリークラーク学長

の方式であり、聞いた事を書き取る練習で

あり、あとでテキストでチェックする。

二私は七田先生の話とパンフレットから、大

きなヒントを頂いた気がした。これは英語村

でも、演名湖義塾でも活用できるすばらしい

学習法である。私は昨年から竹笛を学んでい

るが初めの1曲を覚えるのに4ヶ月、2曲目

は2ヶ月、3曲目は1ヶ月で覚えられた。右脳

式教育に注目したい。

( 経 営コンサルタント三上元 ）
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